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だんだんに、電極を埋めた数を増やしていったのでありますが、どうみても通電している
分は蜂の被害を受けてないようだったので、意を強くして、とうとう全部の測点に電極を
埋設してしまった。これでなんとか来ないでくれと、最初は祈るような気持ちだったので
ありますが、通電し始めてからというもの、さしも蜂も、とうとう営巣を諦めてくれたら
しいのであります。 
 その後は、蝋による被害が一件もないことから、このアイデアの効果だと信じているの
ですが、彼らがこの電極に触れて、どのような振る舞いをしているのかは、未だに見届け
たわけではありません。それには、幾日も幾日も観察し続けなければならないからであり
ます。 
 いずれにしても、今では観測から次の観測まで幾月おいても、スイッチぽんで直ぐに観
測に掛かれるようになったのだから、大変に能率を上げる結果となりました。 
 
８．今後への展望 
 現状では、幅２ｍ，高さ８ｍ観測模型に１８０点、中小の模型にはそれぞれ２０点の測
点を配置していますが、強風時に壁面に風が吹き付ける確度によって、壁面上に特異な渦
が発生し、この渦により局部的に強烈な負圧が観測されたりします。 
 このような、局部的な現象を詳しく見るためには、さらに多くの測点を必要とします。 
今後、さらに二倍、三倍と測点を増加させる事が望まれるわけです。 
 
９．感謝のことば 
 私事ではございますが、お陰様をもちましてこの三月定年退職を迎えることになりまし
たので、これを限りに現場から退かせて頂きます。 
永い間ご指導賜りました教官先生方、また色々とお世話になりました事務部の皆様、ご支
援下さいました技官の皆様には、紙面をお借りしまして心から感謝申し上げます。 
 ふりかえって見ますと、技術的には何程の改良も改善もなく、我ながら恥ずかしい限り
でございますが、私のアイデアなり工夫したことが、今後チャンネル数を増設するにあた
り、及ばずながら何がしかお役に立たせて頂けますならば、幸甚に生じる次第でございま
す。また、そう有ってほしいものと念じつつペンを置かせて頂きます。 
 
